
長野県有機農業推進プラットフォーム情報交換会 開催要領（案） 

～水稲の有機栽培技術及び販路開拓～ 
 

１ 趣 旨 

生産者・消費者をはじめ有機農業に関心のある方々による情報交換や意見交換を通して、有

機農業に係る理解醸成や連携強化を図るため、有機農業推進プラットフォームを立ち上げたと

ころです。 

このプラットフォームでは、各種情報交換会など様々な活動を行っていくこととしており、

今回、第 1回の情報交換会として、「水稲の有機栽培技術及び販路開拓」をテーマとして開催し

ます。 

 水田の有機栽培については、雑草防除など技術面や販路の確保が課題となっていることか

ら、これら課題の解決に向けて、取組事例の発表と意見交換を行います。 

  

２ 対 象 

  有機農業に関心のある者（生産者、消費者、流通業者、各種団体、行政関係者等） 

  （プラットフォーム会員に限らない） 

 

３ 日時および場所 

  令和元年 11月５日(火) 午後１時 30分から午後４時 30分まで 

長野県総合教育センター第５研修室（〒399-0711 長野県塩尻市大字片丘字南唐沢 6342-4） 

 

４ 定 員 

５０名 

 

５  内  容 

  テーマ：「水稲の有機栽培技術及び販路開拓」 

（１）講演「自然農法による有機農業米の栽培技術について」 

(公財)自然農法国際研究開発センター  研究部作物栽培チーム三木孝昭部長 

 

       

 

 

 

（２）講演「「売り込まない」で売る！物語ブランディングの方法」 

塩尻市 自然農法農家 中村小太郎氏 

 

 

 

 

 

（３）参加者意見交換会 

 

６ 申し込み方法 

別添申込書を郵送、ファックス又はメールでお申し込みください。 

 

   〒380－8570 長野県農政部農業技術課あて 

   ＦＡＸ：026‐235‐8392 

   E-mail：yukiplatform@pref.nagano.lg.jp 

 

申込締切：令和元年 10月 28日(月)（必着） 

松本市波田にある試験場で、高冷地水稲作における自然農法耕種管理体系に基

づく栽培実証を行うと共に、荒代かき時土壌を診断して水稲初期生育を予測す

る技術の開発を行っている。 

2017 年に塩尻へ移住し、自然農に取り組む。「小太郎米」と名付けて、インタ

ーネット通販「アマゾン」での販売や、地元のセブンイレブンとの販売契約を

実践されている。 


